
(下水道事業) － 18 －

問合せ： 都市環境部上下水道課管理係

℡： 0164-42-2049

 ※各項目で端数処理し ているため、
 　 合計と 合わないこ と があり ます。

 ( 前年比 +2. 9億円)

16. 7億円

予算総額

下水道事業特別会計 

収 入 支 出 

構成比 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

支出 

収入 

( 単位: 千円、 ％)

予算額 A 構成比 予算額 B 構成比 ( A-B) C ( C/B)

① 受 益 者 負 担 金 5, 796 0. 3 5, 857 0. 4 △ 61 △ 1. 0

② 下 水 道 使 用 料 347, 844 20. 9 351, 985 25. 5 △ 4, 141 △ 1. 2

③ 国 庫 支 出 金 316, 000 19. 0 165, 400 12. 0 150, 600 91. 1

④ 一 般 会 計 繰 入 金 407, 420 24. 4 398, 986 28. 9 8, 434 2. 1

⑤ 繰 越 金 1 0. 0 1 0. 0 0 0. 0

⑥ 市 債 590, 700 35. 4 458, 100 33. 2 132, 600 28. 9

1, 667, 761 100. 0 1, 380, 329 100. 0 287, 432 20. 8

予　 算　 科　 目
令 和 元 年 度 平 成 30 年 度 比 較

合 計

( 単位: 千円、 ％)

予算額 A 構成比 予算額 B 構成比 ( A-B) C ( C/B)

① 下 水 道 管 理 費 245, 740 14. 7 234, 806 17. 0 10, 934 4. 7

② 下 水 道 建 設 費 630, 000 37. 8 327, 400 23. 7 302, 600 92. 4

③ 公 債 費 789, 021 47. 3 815, 123 59. 1 △ 26, 102 △ 3. 2

④ 予 備 費 3, 000 0. 2 3, 000 0. 2 0 0. 0

1, 667, 761 100. 0 1, 380, 329 100. 0 287, 432 20. 8合 計

予　 算　 科　 目
令 和 元 年 度 平 成 30 年 度 比 較

② 下水道使用料  使用水量の減により減少しています。 

③ 国庫支出金   浄化センター施設更新や管網整備など投資事業の増に伴い増加しています。 

④ 一般会計繰入金 繰出基準の「高資本費対策に要する経費」の増に伴い増加しています。 

⑥ 市 債     浄化センター施設更新や管網整備など投資事業の増に伴い増加しています。 

① 下水道管理費 浄化センターの耐震診断調査等を実施するため増加しています。 

② 下水道建設費 浄化センター施設更新や管網整備など投資事業が増加しています。 

③ 公債費    借金返済が進んだことにより減少しています。 

⑥ 

5.9億円 

④ 

4.1億円 

③ 

3.2億円 

② 

3.5億円 

①0.1億円 

⑤ 

0.0億円 

③ 

7.9億円 

② 

6.3億円 

① 

2.5億円 

④ 

0.0億円 

   下水道は「生活環境の改善」「公共用水域の水質保全」「浸水の防除」という３つの役割を持ち、市民一人ひとり、そして次の世代の市民が快適な生活を送り、良好 

  な環境をつくるための重要な都市施設（財産）です。 

   留萌市の下水道整備状況は平成31年3月末現在で、下水道管渠延長約114.2㎞、下水道を利用できる区域約516ha、下水道を利用できる人口17,715人で行政区域内人口に 

  対する割合（下水道普及率）は84.6％となっており、15,908人が下水道を利用しています。（水洗化率89.8％） 

   令和元年度の投資事業（下水道建設費）は、①東部・潮静地区の汚水管整備（調査・設計・管布設工事）②道道浜中元川線（見晴通）の雨水管整備（調査・設計）、 

  ③浄化センターの改築・更新工事（電気設備・機械設備の更新）、④ストックマネジメント計画（管網や処理場などの下水道資産の老朽度合を考慮した長期的な改修・ 

  更新計画）の策定、を予定しています。 

   経営状況は、平成30年度決算においても収支均衡が見込まれますので、今後も経営の健全化を図り安定した下水道事業の運営に努めます。 
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